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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月9日(2008.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電を行う車両搭載型の燃料電池と、前記燃料電池内にガスを供給することにより前記
燃料電池内の水分を外部に排出する掃気を実施する制御装置と、を備える燃料電池システ
ムにおいて、
　前記燃料電池の状態に基づいて、前記燃料電池からの水分排出量を推定する排出量推定
手段を備え、
　前記制御装置は、前記燃料電池内の初期残水量から、前記排出量推定手段で推定した水
分排出量を減じることにより、車両始動時における前記燃料電池内の残水量を算出し、こ
の算出した車両始動時における残水量に基づいて掃気制御を変更するものである、
燃料電池システム。
【請求項２】
　前記排出量推定手段は、前記燃料電池内の残水量に基づいて前記燃料電池からの水分排
出量を推定するものである、
請求項１に記載の燃料電池システム。
【請求項３】
　前記排出量推定手段は、前記燃料電池の傾斜状態に基づいて、前記燃料電池からの水分
排出量を推定するものである、
請求項１に記載の燃料電池システム。
【請求項４】
　前記排出量推定手段は、前記燃料電池に作用する力の状態に基づいて、前記燃料電池か
らの水分排出量を推定するものである、
請求項１に記載の燃料電池システム。
【請求項５】
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　請求項１から４の何れか一項に記載の燃料電池システムを備える、
移動体。
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